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はじめに

厚生労働省より通知される｢感染症の予防及び感染

症の患者に対する医療に関する法律｣の一部が平成 18
年改正、平成19年4月1日施行により、コレラ、細菌

性赤痢、腸チフス、及びパラチフスは腸管出血性大腸

菌（以下、EHEC）と同じ三類感染症に変更され、保健

所および当センターでは感染拡大防止のため、継続し

た疫学調査および細菌検査を実施している。 
本報告は2011年度に長崎県内で発生した三類感染症

の概要と分子疫学解析結果を取りまとめたものである。 
 

調査方法 
三類感染症の発生状況：長崎市および佐世保市の保

健所、長崎県医療政策課（県立保健所発生届け分）よ

り2011年度に報告された三類感染症について、取りま

とめた。県立保健所および佐世保市保健所から入手し

た EHEC については、生化学性状試験、VT 型別試験

（PCR 法もしくは RPLA 法）および血清型を確認後、

感染研に郵送した。 
EHEC の分子疫学解析：制限酵素 XbaⅠ処理による

PFGE型別は感染研で実施され、解析結果の情報還元を

受けた。大岡ら１）の開発した O157 菌株間のゲノム構

造多型に大きく関与している挿入因子の分布の違いを

利用した Multiplex PCR 法によるサブタイピング法

〔IS-printing system (ISPS) ver.2 (TOYOBO)〕による型別

は、当センターで実施した。長崎市保健所発生分につ

いては長崎市保健環境試験所から情報を入手した。 
結果および考察 

2011 年度の三類感染症の発生状況：長崎県内の三類

感染症の発生状況を管轄保健所ごとにみると、長崎市9
事例、佐世保市 3 事例、壱岐 3 事例、県央 3 事例、西

彼 3 事例、県南 3 事例および県北 4 事例の計 27 事例

（No.13は長崎市、西彼および佐賀県に跨る）であった。

菌種ごとでは、EHECが23事例（77件）およびShigella 
sonneiが3事例（3件）およびSalmonella typhiが1事例

（1件）であった。EHEC O血清型の内訳は、O157が
24件、O26が51件、O5およびO29がそれぞれ1件で

あった（表1）。 
PFGEによる分子疫学解析：Tenoverら２）の基準では

PFGEで3箇所のバンドの違いまで「極めて関連あり」

と評価されるが、家族内感染事例（No.4, 13, 17, 18およ

び21）では0～2箇所違いのPFGE泳動パターンで一致

していた。7 月初旬には２つの保育園で大規模な O26
集団発生事例（No.9および10）があり、共通のPFGE type 
(g54)が認められた。 

ISPSによる分子疫学解析：O157供試菌株の ISPS試

験結果を福岡県保健環境研究所が開発した IS-printing 
Analyzer O157 ver. 2.1.解析ソフトに入力後、NJ法にて

系 統 樹 解 析 （ 図 １ ） を 行 い 、 NJplot : 
http://pbil.univ-lyon1.fr/software/njplot.htmlを用いて描画

した。その際、PFGE type No.もあわせて記した。家族

内感染事例（No.4, 13, 17 および 18）では、同じ ISPS
パターンでPFGE解析結果もほぼ一致していた。一方、

散発事例の中でNo.3-6, No.5-7, およびNo.11, 12につい

ては、発症または診断年月日が近く、同じ ISPSパター

ンであったことからDiffuse outbreakの可能性を考えた

が、PFGE typeは異なっており、関連ありと判断するに 
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表１ 長崎県内の三類感染症発生状況および分離菌の性状（2011 (H23）年度） 

年
齢

性
別

解析コメント
（　　）内は長崎県菌株No.

157
type
No.

26
type
No.

1 長崎 長崎市 2011/5/21 2011/6/2 8 F Shigella sonnei MLVA型：SsＶ11-019

2 長崎 長崎市 － 2011/6/8 71 M Salmonella typhi ﾌｧｰｼﾞ型　E1

3 県南 雲仙市 － 2011/6/14 55 F EHEC O157:H7 VT1+2 810 g73

4 県央 大村市 2011/6/10 2011/6/14 16 M 804 g103
2011/6/12 2011/6/16 43 F 805 one band diffr. from 1181 (804) g101

－ 2011/6/16 14 F 806 same as 1182 (805) g101
－ 2011/6/16 50 M 807 same as 1182 (805) g101

5 県北 北松浦郡 2011/6/14 2011/6/20 89 F EHEC O157:H- VT1+2 809 d594

6 県南 雲仙市 2011/6/19 2011/6/21 75 F EHEC O157:H7 VT1+2 808 g94

7 長崎 長崎市 2011/6/18 2011/6/22 86 Ｍ EHEC O157:H- VT1+2 g114

8 西彼 西彼杵郡 2011/6/27 2011/7/2 42 F EHEC O157:H7 VT1+2 811 d483

9 西彼 西彼杵郡 2011/7/8 2011/7/15 4 M 812 g54
－ 2011/7/18 2 M 813 one band diffr. from 1477 (812) g55
－ 2011/7/19 2 F 814 same as1477 (812) g54
－ 2011/7/19 2 M 815 same as1477 (812) g54
－ 2011/7/19 1 F 816 same as1477 (812) g54
－ 2011/7/19 5 F 817 same as1477 (812) g54
－ 2011/7/19 1 F 818 same as1477 (812) g54

10 県央 諫早市 2011/7/2 2011/7/11 3 M 819 g56
2011/7/11 2011/7/15 5 M 822 g56
2011/7/11 2011/7/15 1 M 847 same as1477 (812) g54
2011/7/12 2011/7/15 3 M 834 same as1477 (812) g54

－ 2011/7/15 4 M 832 same as1477 (812) g54
－ 2011/7/15 20 F 848 same as1477 (812) g54
－ 2011/7/19 27 F 852 same as1477 (812) g54

11 壱岐 壱岐市 2011/7/18 2011/7/24 3 M EHEC O157:H7 VT1+2 859 g131

12 長崎 長崎市 不明 2011/7/26 35 F EHEC O157:H7 VT1+2 g225

13 長崎 長崎市 2011/8/7 2011/8/10 8 M c57
西彼 西彼杵郡 － 2011/8/13 74 M 860 c57

－ 2011/8/13 74 F 861 same as 2324 (860) c57

14 県北 松浦市 2011/8/24 2011/8/29 14 M EHEC O157:H7 VT1+2 862 g357

15 長崎 長崎市 2011/8/25 2011/9/5 30 M Shigella sonnei MLVA型：SsＶ11-045

16 壱岐 壱岐市 2011/8/29 2911/9/5 4 M EHEC O5:H- VT1 863

17 県北 松浦市 2011/8/28 2011/9/6 70 M 864 c190
2011/8/29 2011/9/9 68 F 865 same as 2327 (864) c190

18 長崎 長崎市 2011/9/24 2011/9/30 4 M g402
2011/10/2 2011/10/3 6 M same as 2253 g402

19 県北 松浦市 2011/10/2 2011/10/5 81 F EHEC O157:H7 VT2 866 g459

20 佐世保 佐世保市 2011/10/14 2011/10/19 2 F EHEC O157:H7 VT1+2 871 c130

21 壱岐 壱岐市 2011/10/17 2011/10/20 1 M 867 g142
－ 2011/10/24 3 F 868 two bands diffr. from 2743 (867) g143
－ 2011/10/24 76 F 869 same as 2743 (867) g142

22 佐世保 佐世保市 2011/10/22 2011/10/28 41 M EHEC O157:H7 VT1+2 872 g512

23 県南 南島原市 － 2011/11/15 40 M EHEC O157:H7 VT1+2 870 g236

24 佐世保 佐世保市 2011/11/26 2011/11/30 9 M EHEC O26:H11 VT1 873 g161

25 長崎 長崎市 2012/1/?? 2012/2/3 50 M EHEC O29:H10 VT2 874

26 長崎 長崎市 2011/12/27 2012/2/20 26 M Shigella sonnei MLVA型：SsＶ12-013

27 県央 大村市 － 2012/3/1 18 M EHEC O157:H7 VT2 875 h12

※　   本表は，長崎市，佐世保市および長崎県立保健所管内で発生した三類感染症の記者発表資料から作成した。
※※　事例10：分離された40株（菌株No.819-858）のうち7株について解析した。

事例
No.

管轄
HC 発生地

発症
年月日

診断
年月日

患  者

菌種 血清型 毒素型等

長崎県
菌株
No.

国 立 感 染 症 研 究 所

EHEC: PFGE（XbaⅠ消化）,  S. sonnei : MLVA, S. typhi : ﾌｧｰｼﾞ型

EHEC O157:H7 VT1+2

EHEC O26:H11 VT1

EHEC O26:H11 VT1

EHEC O157:H7 VT2

EHEC O157:H7 VT1+2

EHEC O157:H7 VT1+2

EHEC O26:H11 VT1
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図１ 2011年度長崎県内で分離されたO157の IS printing systemによる系統解析 

 
 
は至らなかった。このことは、九州地区分離株の解

析結果３）においても報告されており、両法は異なる原

理を用いた遺伝子解析手法であること、識別能力に違

いがあることに起因すると考えられる。しかしながら、

ISPSの有用性を示した報告も数多くみられ、緒方ら４）

は焼肉店、麻生島ら５）は市販牛レバ刺しを原因とする

事例の探知を迅速に行っている。 
以上の結果から、ISPS の O157 菌株間の識別能力は

PFGE よりも劣ると考えられるが、集団発生や Diffuse 
outbreak の可能性を迅速に探知するには、先ず ISPSで

現場事例の状況を把握し、さらに PFGE 法を併用する

ことで効率の良い原因究明対策がなされると考えられ

る。 
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＊PFGE泳動パターン２箇所違いまでを一致事例と扱った。  


